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Excellence in Environmental Education -Guidelines for Preparation and Professional Development of Environmental Education ガイドライン　一覧

環境教育指導者に求められる能力のための6テーマとガイドライン

1.環境リテラシー

指導者は教えようとしている内容と教えるスキルについて実際に役立つ知識を得る。少なくとも、自分が教える対象にふさわしい内容と教えるスキルについて熟達していなければならない。

1.1問いをたて、分析し、解釈するスキル

1.2環境のプロセスとシステムに関する知識

1.3環境問題について理解し、説明するスキル

1.4情報を咀嚼し、行動する個人的、市民的責任

2.環境教育の基礎

指導者は、環境教育の分野の目標、理論、実践、歴史の基礎的な事柄について理解している。

2.1環境教育の本質的な特徴と目標

2.2環境教育を、場、資源、条件を加味して様々に展開する

2.3環境教育という分野の歴史的変遷と現在、未来

3.環境教育指導者の専門家としての責任

指導者は環境教育の実践に伴う責任を理解し、引き受ける

3.1適切な水準を満たした模範となる環境教育の実践

3.2アドボカシーでなく、正確でバランスのとれた教育に重点を置く

3.3　学び続け、専門性を発展させる

4.環境教育の計画と実施

指導者は、効果的な指導を計画し、実践するために、質の高い教育の本質的な部分と、環境教育特有の側面を統合する

4.1学習者についての知識

4.2指導方法論についての知識

4.3指導の計画

4.4環境教育の教材とリソースに関する知識

4.5学習を支援するテクノロジー

4.6指導環境

4.7　カリキュラムの構想

5学びを促進させる

指導者は、とりわけ争点があり、学習者が自分自身の見方と他者の見方について真剣にふりかえる必要のある環境問題について考えるときには、学習者が開かれた問いや調査に従事できるようにする。

5.1環境について学び、環境について探究していく学びの風土

5.2誰もが参加し、協力する学びの雰囲気

5.3新たな課題への対応、様々な教授法の活用、他分野の 指導者との協働などの柔軟な指導

6.アセスメントと評価

環境教育指導者は、指導とプログラムに不可欠なアセスメントと評価についての知識、能力を持ち、コミットメントする。

6.1学習者の学びを評価する

6.2    指導の一環として学習者とともにアセスメントを行う

6.3　指導経験とアセスメントを指導の改善に活かす

6.4　プログラムを評価する
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